
 

［成果情報名］イミダクロプリドで選抜したトビイロウンカにおける寿命の短命化および産卵数の減少 

［要約］同一のトビイロウンカ個体群からイミダクロプリドで選抜した系統では、アセトンで選抜した

系統に比べて、イミダクロプリドに対する感受性が低下し、短命、少卵となる。トビイロウンカでは

イミダクロプリド抵抗性を発達させると適応度コストが生じる。 
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［背景・ねらい］ 

薬剤抵抗性を発達させる害虫は、成虫期の寿命や産卵数の低下、幼虫発育期間の延長などの生活

史形質に対して犠牲（以下、適応度コスト）を払う。害虫個体群の生活史形質を基に算出した個体群

成長のパラメーターは、薬剤の使用を中止した後に、害虫個体群の薬剤感受性が回復するか否かの指

標となる場合がある。トビイロウンカのイミダクロプリド抵抗性発達に伴う適応度コストの先行研究

では、異なる遺伝的背景をもつ薬剤抵抗性および感受性の個体群を比較したため、適応度コストとし

て観察された繁殖形質に遺伝的浮動の可能性がある。そこで、遺伝的背景が同じ個体群から、人為的

にイミダクロプリドの半数致死薬量（LD50）を用いて選抜した系統（イミダクロプリド選抜）と、ア

セトンで選抜した感受性系統（対照）を作出し、両系統の生活史形質を比較し、トビイロウンカの繁

殖力に対する影響（以下、純繁殖率）を求め、イミダクロプリド抵抗性発達による適応度コストを検

出する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．フィリピンおよびベトナム個体群のそれぞれから作出したイミダクロプリド選抜系統のLD50

（164.6-212.9 µg/g）は、対照系統（8.61-81.8µg/g）より、2.6－19.1倍有意に高い。 

２．フィリピン個体群由来のイミダクロプリド選抜系統では、同個体群由来の対照系統より成虫期の

寿命が短く、生涯産卵数は少ない（図1、2）。ベトナム個体群のイミダクロプリド選抜系統にお

いては同様の傾向が見られる。 

３．一方、卵の期間と孵化率、幼虫発育期間、産卵前期間にはイミダクロプリド選抜系統と対照系統

の間に有意な差はない（表1）。 

４．フィリピン個体群由来のイミダクロプリド選抜系統の純繁殖率は、同個体群由来の対照系統のそ

れの約半分，ベトナム個体群のそれらは半分以下であり、イミダクロプリド抵抗性を発達させる

と適応度が低下するコストが生じることを示す（表2）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．薬剤抵抗性発達に伴う繁殖形質（寿命と産卵数）に関する適応度コストは、他のネオニコチノイ

ド系薬剤抵抗性害虫でも報告されている(例えば、チアメトキサム抵抗性/タバココナジラミ)

（Feng et al.（2009）、J. Appl. Entomol. 133: 466-472）。 

２．トビイロウンカの飛来源であるベトナム北部や中国南部において、ウンカの防除にイミダクロプ

リドの使用を一定程度制限するなど、本剤感受性の回復を想定した対策が有効である。 

  



 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 フィリピンとベトナム個体群より作出したイミダクロプリド選抜系統（▲） 

と対照系統（●）における生涯産卵数の比較 

記号は各系統の反復を示す。アスタリスクはブルナー・ムンツェル検定の結果

（p<0.001）、有意を示す。 

図 1 フィリピンとベトナム個体群より作出したイミダクロプリド選抜系統（茶およ

び青色）と対照系統（灰色）における生存曲線の比較 

アスタリスクは Log-rank 検定の結果（p<0.05）、有意を示す。 



 

表 1 フィリピンとベトナム個体群より作出したイミダクロプリド選抜系統（RES）と対照系統

（CON）における生活史４形質の比較 

 

 n はサンプルサイズを示す。N.S.はブルナー・ムンツェル検定の結果（p＞0.05）、非有意を

示す。 

 

 

 

表 2 フィリピンとベトナム個体群より作出したイミダクロプリド選抜系統（RES）と対照系統

（CON）における個体群成長パラメーターの比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（藤井智久） 
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生活史形質 
 フィリピン個体群  ベトナム個体群 
 RES n CON n p  RES n CON n p 

卵期間（日）  7.5 ± 0.7 19 7.6 ± 0.6 20 N. S.  5.6 ± 0.6 10 5.9 ± 0.5 14 N. S. 

孵化率（％）  95.1 ± 1.0 19 95.5 ± 0.8 20 N. S.  93.6 ± 4.5 10 91.4 ± 3.2 14 N. S. 

幼虫発育期間（日）  13.2 ± 0.1 69 13.6 ± 0.1 61 N. S.  13.2 ± 0.1 55 13.3 ± 0.1 65 N. S. 

産卵前期間（日）  2.6 ± 0.2 25 2.8 ± 0.2 17 N. S.  2.2 ± 0.1 19 2.0 ± 0.0 28 N. S. 

  フィリピン個体群  ベトナム個体群 
パラメーター   RES CON  RES CON 
純繁殖率 (R0)  162.3 316.2  126.6 293.5 
世代時間（T）  29.6 33.0  28.9 28.6 
内的自然増加率 (r)  0.07 0.08  0.07 0.09 


